
タイ,マラヤ,カンボジアにおける稲作施肥をみて

筒 梧 英

は じ め に

1966年夏,東南アジア研究センタ-から,

タイ,マラヤ,カンボジア3回の稲作施肥の

実態をみてまわる機会を与えられた｡脚 制ま

8月17日から9月 8口までの23Fl｢TtHであった

が,現地の方々の御援助のおかげで,多数の

個所 (図 1)をまわることができたのは幸い

であった｡その主な目的は,施肥技術の導入

によってこの地域の米の/i:_産性をどの程度向

上させ得 るか,また導入に当たってどレ)よう

プ封甘乱立があるかを実地に見聞することであ

った｡この種の閑是鋸二ついてはすでに専r性豪

諸氏による報告も多く,いささか蛇足の感が

あるが,-一応考見地をみての｢けナなりの印象を
記 して報告にかえさせていただ くことにする｡

Ⅰ 米増産の必要性と施肥技術の導入

いうまでもなく,米は東南アジア諸LEil民o_)
主食であり,稲作面積は多 くの場合そC/)固レ)

耕地面精 跡中 で首位を占めている｡ しかしな

がらその土地年産性はわが国に くらべて極め

て低 く(表 1),フィリピン,マラヤ,インドネ

シア,東パキスタン,インドは自給できずに

輸入 しており,輸出し得 るのはわずかにタイ,

ビルマ,カンボジア3国にすぎない現状であ

る｡ しかも近年東南アジア諸国の人口増加は

著しく,年平均3%をこえる増加率を示 して

いる｡このような情勢は米輸入国にあっては
輸入の増大を,米輸出国にあっては外貨獲得

の手段である米の輸上目の減少を招来 し,それ
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1Bangkok
2Bangken
3Rangsit
4Lopburi
5Singburi
6Chainat
7Thomburi
8NakhonFathom
9Banglen
10Ongkharak
llNakhonNayok
12Ayutthaya

13m4inburi
14Tasaan

15KualaLumpur
16Klang
17TanjongKaran
18Serdang
19GeorgeTown
20BukitMerah

21Chiengmai
22Siem Reap
23Battambang
24Phnom Penh

図 1 調査地点
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表 1 タイ,マラヤ,カンボジアにおける籾生産状況

ll

水 田 面 積*
1000ha

作 付 面 積*
1000ha

収 穫 面 積
1000ha

収 量*
籾 100kg/ha

生 産 量
籾 1000t

輸 出 入 量
1000t

生 産 者 米 価**
籾 Scent/kg

肥 料 消 費 量***
kg/ha

3222- 3285

48.1-52.6

15481-17283

(入) 760-222
(1956)(1963 )

28

11 19.5-25.3 11.4-10.5

1

678-→1006 1200----1686

･入)(195g喜魂 (也 )(19錯 3)

9 7

タ イ

(1955)-(1965)
6460- 7475

5557- 6542
⊂86%コ〔87%〕****

4524-- 5979
⊂70%〕〔80%〕****

12.6----16.1

5709-9640

(也)1001-1964
(1954)(1964)

5

7

3

1

0

0

0

*日本,マラヤ,カンボジアは FAOyearbook,タイは Agr.statisticsofThailand1964による｡
**諸資料,聴取り結果より概算｡

***ァジア経済研究所 ｢アジアの稲作｣(1960)より水田のみならず,全耕地面積に対する平均使用量｡

****水田面積を100としたときの面積指数｡漕排水のコントロールが十分でないために,水不足あるい

は水過剰により,収穫面積はかなりの減少を示す｡ ただし,1955年にくらベ1965年は減少割合が
大分少なくなっており, この間における, ダム建設など潅排水施設の進行を反映している｡

らの国々の経済に大きな影響を与えるだけで

な く,近い将来において深刻な食糧難を招 く

危険性 さえある｡一方東南アジア地域の気象

条件は 日本に くらべればはるかに稲作に有利

である｡すなわち年間を通 じて気温は高 く,

空気は澄み 日射量は豊富で, 日本 におけるよ

うに温度が稲作の限定要因になった り,冷害

や 日照不足になやまされることはな く,また

台風などの心配 もない｡ したがって,わが国

のもっている高度の稲作技術を導入すれば,

東南アジア地域の米の収量をわが国の平均反

収 (3石/皮)近 くまで,すなわち現在の単位

面積当りの収量を約 3倍に引き上げることは

あながち不可能ではないであろう｡ しかも東

南アジア地域の稲はほとんど無肥料に近い状

態で栽培されてきているので(表 1),施肥に

156

よる増収は将来大いに期待できるであろう｡

以上が現地へ行 くまえにもっていた予備知

識であった｡現地を調査 したあともこの大筋

は正 しいと思われたが,多少 自分が想像 して

いたのとはちがったところや気が付かずにい

た点があった｡

これは一種の先入観であろうが,戦中戦後

の深刻な米不足を体験 させ られたものにとっ

ては,米不足 というとす ぐ飢えや寒 さや死 と

いう暗い印象に結びつきやすい｡ しかし現地

(今度訪れたタイ,マラヤ,カンボジア 3国

に限 った場合)へいってみて, 日本 に くらべ

て果実類など米以外の食糧が豊かなようにみ

うけられ ること,また寒 さに耐えるためや日

常生活のために消費 され るエネルギーがず っ

と少な くてすみそうなことなどを思いあわせ
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ると,同じ程度に米が不足しても,おそらく

日本で感じるほどの危機感を現地人には与え

ないのではなかろうかと思われた｡もしそう

ならば,日本で統計質料をみて感じる米増鐘
の必要性と同程度の必要性を,これら地 域(タ

イ,マラヤ,カンボジア)の諸国民なり政府

が感 じるかどうかは疑問であり,稲作最優先

のわが国において発達した稲作技術をそC/jま

ま導入することは,研究段階では別として,

実用晋及cJj段階では問題があるOjではなかろ

うかo これが現地-行ってみて感じた第 1の

点であった｡

第 2に女川-い たことは実際に/巨竜にたずさ

わるIllB民のおかれている事情の大きなちがい

であった｡東南アジア諸地域の消費者米価は
わが国にくらべて低いが,雄花者米価はさら

に低い(表 1)｡農民は華南のmillerのところ

-米をもっていって買ってもらうが, miller

は農民に対 して融貿なども行なうので,農民

は米を買いたたかれ る場合が多いということ

をrilJljいた｡ これにくらべてわが岡の往産者米

価は著しく高 く保証されており,しかも消門

者米価を上まわるという特異な現象を呈して

いる｡ またわが国では農業に関する試験研究

あるいは技術普及の機閲組織が著しく発達 し

ているが,これら諸地域にあっては農民を組

織化して新技術を導入し増産を行なわせる体

制 をととのえるにはまだかなりC/)年月を妻す

るように思われ た｡

このようにわが国にくらべて経済的にも接

触杓にも保護をうけていない東南アジア地域

の農民に施肥稲作を行なわせる場合,いろい

ろのl甘題がある｡適切な施肥技術を正 しく農
民の冊に二晋及させることは,わが匡=二くらべ

て非常に困難であろうし,さらに大きな聞題

は現伏ではたして増淀にみあうだけC/⊃収益を
農民が得られるだろうかということである｡
すなわち安い/i:_),ILE者米価に対 して高い肥料代,

またIjk肥にともなって必要とfilる罠薬C/j施用

は,かりに適切な施肥によって増収をあげ得

ても,それが必ずしもrllfi艮0)ふところを豊か

にするとは限らないのではなかろうか｡

施肥技術を導入するに当たってはとるべき

いろいろな処置があるが,それがどの程度jlJ｣
待できるかはその間における米の増産C/)必要

性がどの裾度であるかによってきまるであろ

うo また施肥技術のF甘題は里に収量とujIAl日通

において考えるだけでなく,直接茸,_庫にたず

さ頚っる農艮0)経済的必要性をも考慮に入れな

ければ-1.lll･及は閑雅であろうoこれが現地を訪

れて得た実感であった｡

11 稲作のちがいと施肥技術の導入

つぎに施肥技f'眉導入の上で問題になること

はわが国 と東両アジア地域における稲作のち

がいであろう｡ わが国の稲作は某的農業の上
に発達 してきたもJJであるのに対し,東南ア
ジアの稲作は粗放農業の上に立っている｡も

ちろ/tj収量の向上をはかるためには某的農業

へ向かわねばならないが,それにはかなりの

年月を婁するであろうOたとえば里Ll'/1両 もt主当

りの増収C,)ためには附肥性品種を胃成 し,こ

れを導入することが必要であるが,このよう
な,F吊損ま岨してかなり短程であり,東南アジ

ア地域で現在かなりの両損を占めている深水

地帯 (たとえば表 2参照)には不適 チ【'1であっ

て,こ0)種の品種の導入にあたってはダム祉
没などによる漕排水ojコントロールが先決問

題となる｡また瀧排水設備が整えば乾季にお

ける栽培も可能になるので,栽培延べ面積は

2倍 となり,また気温や 日照の関係で乾季の

方が収左㌢性が高い0)で,/li:･聞収量は一躍 2情
以上になる可能性がある｡このような点から

すると粗放農業の申 に農業技術がとり入れら
れていく過杵の中で,施肥技術の導入はかな

りあとC,)段階においてであり,水利,百種な

どの技術導入ときりはなしては考えられない

性質のもレ)といえる｡
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表 2 タイ中央平野部における水稲作現地生育調査

1966-1967(福井捷朗ほか)

.ト吊 .･ト1I:･T .･ト 軌 八十 ･一 i･,:檀.I:･J f.I .;1∵言一七
時 期 工.一･㌦ J‥ 二 ･一 収 量*

そ の 他_

Lopburi
(tenant)

Singburi
(holder)

Thomburi
(tenant)

NakhonPathom
(holder)

Banglen
(holder)

Ongkharak
(tenant)

NakhonNayok
(tenant)

Minburi
(tenant)

Tasaan
(tenant)

Bangken
(holder)

30

50

6月28日

8月7日

7月初旬

8月初旬

5月20日

6月下旬

7月 9日

50～60 F7月7日

70～80 !7月20日

明年 1月

明年 1月

12月初旬

明年2月 j 6-7

9月下旬

12月初旬

12月初旬 ≠ 5

明年 1月

1 】

*籾 25tang/rai≒1石/皮

このような現状か ら,東南アジア地域の稲

作に対する施肥技術の導入には二つの場面が

考えられる｡

第 1は濃排水を制御 し得ない場面,すなわ

ち深水の条件下でも生育 し得る

群島の長い,しかしながら耐肥

性は乏しい在来水稲に対 して施

肥を行ない増収をはかろうとい

う場面である｡この場合施肥の

効果を十分に発揮させることは

期待 しにくいけれども,粗放農

業か ら集約農業-の過渡期にお

いては重要なことである｡

第 2は田面水の制御が可能と

なり短梓の肥料応答性の高い品

種を導入 した場面における施肥

158

DDT使用 35tang/rai

豚糞
(田植前後に)
時々DDT使用

生育の悪い場所に
施肥

化学肥料の使用
(esso8kg/ra主)

無無

苗代施肥
穂肥

ammophos
15kg/ra主

30-50tang/ra主

40-50tang/ra主40-50tang/ra主

15-20tang/ra主

16tang/ra主

高位収穫田
(50tang/ra主?)

30tang/ra主

である｡

まず第 1の場面における問題点であるが,

単位面積当りの収量の低い原因を収量構成 4

要素の中にもとめると,それは単位面積当り

表 3 マラヤ稲作における収量構成4要素*

項 目 1最大値

収 量 (gantangs/a)

穂 数 (m2当り)

1穂粒数 (平 均)

登熟歩合 ( % )
千 粒 重 ( g )

999

199

226

93

28

l

1

竺竺 _L空 竺

1≡ ‖ …≡
r

77･6⊆ 84･7
19.8i 24.3

300gantangs/a≒1石/皮(玄米)
1gantang-2.540kg-5.6001b

*1uceCultureinMalaya.p.7(SymposiumSeriesNo.1,The
CenterforSoutheastAsian Studies,KyotoUniversity,
1965)より
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160 蓑 5 インディカ水稲に対する窒素施肥と相互遮蔽の影響に関する試験 (ポット試験) (福井捷朗ほか)

場 所 BangkenRiceDepartment網室

期 間 1966年6月～1967年 1月

品 種 PouangNahk16

施 肥 N (硫安)下表
P205過リン酸石灰 2.4g/ポット(土壌2.5kg)
K20塩化カリ0.8g/ポット(土壌2･5kg)

播 種 6月16日

ポット移植 7月30日

収 穫 1月10日

栽 植密度 疎植(W) 40×40cm

密植 (C) 15xiAcm 〔注〕ポットの外径 15cm

ポット移植 7月30日

N施肥量 g/ポット
哲男 ハ哲､闇 雪轡 禦 守r計

8

6

2

4

1

3

7

4

0

0

0

1

8

8

8

00

日叩

引

0

0

0

0

0

2

9

6

nU

1

100】ll.7

97㌦5.8

･AOcm ,15cnI

疎植区･AOcm藤･5cm

いずれの区も水稲1個体に対する根圏土壌量は同量であ
り密植による養分吸収上の競合はない｡

収 量 構 成 4要 素

/T, ラ 上棟棟数卜穂粒数畢熟歩倉千 粒重1 g

0.63!ll.7

1

0.6(‖ 15.8

11

3

4

6

9

6

5

0

0

0

0

2

2

5

0

5

9

9

0削
り

∵

‥

0

7

2

2

0

7

8

9

引

引
リ

引

耳

卦

7

･}
7
望

韻

事

5
勝

報

)
坤

'C-11

2

3

4

[

l

[

C

C

C

cm15×
15

(.･0

6

2

4

1

3

7

4

0

0

0

1

QU

8

8

8

1

1

1

1

0

0

0

0

6

4

0

2

3

5

9

6

0

0

0

1

0

0 1

2

1

1

≡:7oi:…'･;
5.0r9.9

0.621 61

1 0.59 ! 9

5

7

0.54 ; 8.0

0.61. 5.0

44.2 i72.0 i26.0

46.9

81.6
71･0 ㌔25･7
68.8 !26.0

100.9 F64.00

0

0

0

0

5

0

8

5

9

2

6

3

5

5

3

3

4

0
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7

4

0

0

6

1

0

7

1

1



高橋 :タイ,マラヤ, カンボジアにおける稲作施肥

の穂数が 著 しく/不足 しているところにある
(たとえばマラヤにおける調査の例,表 3参

jT:･J,'i) C

これは疎 ftlFtなことと, 1校 三丁目｣の分けつ数

が無胞肥のため少ないことC/)両者が相乗的に

['川jしていると思われ る｡ したがって 今少 し

密帖にし,また施肥によって 1株当りの有効

加 ナつを増加 させ,甲位直情 当 りの穂数を確

保することが必要である｡

しか しここで問題となるのはインディカ在

来種の旺盛な栄養生長が密帖多肥の条件下で

は週繁茂を生 じ,相互遮蔽による減収をひき

おこす場合のあることである｡

現在農民が疎柿を行なっているしっも,経験
か ら生まれた知恵のなさしめるところである

という見方 もあるが, しか し相 互遮蔽の詑轡

を重視しすぎるあまり現在の疎情 を肯定 し,

また十分な施肥を行なうことをため らう佃llJ

がないわけではないように思われる｡

---･般農家の水卜酎二ついて行なった水稲ujll:.

TJllL収量調査の結果をみても,施肥が行なわれ

ている水U｣の収量は明らかに高い(表 2参照)0

ゆえに適当な栽柚密度と適当な施肥遣およ

1JL月別巴時期をえらぶことによって,在来の水

稲品種に対 して もかなりの増収を期待できる

見込みは十分にあるであろう｡

このような観点か ら, これについての基捉

質料を得 る目的で,昭和41年より当研究室大

学院学生の福井捷朗君 らがタイの中央平野に

位tTTこするRangsit農試悶場で,栽植密度,施

表 6 カンボジアにおけるLl木稲施肥栽培試験 (平野 俊氏)

場 所 Battambang中央農試相場

瑚 肌 1965年3月～6月
栽植密度 24〉く15cm

施 肥 量(kg/ha) N=P205:K20 -120(48.O砦料 :120:120

試 験 1

晶 種 豊年早生

全生育卜Hk 85日 (宙昧11Tl,移植～iT桐上(*40廿 出穂～収穫34E])

i'tH.nq/Rh崇 籾/ワラ f%cIT戸

(指数)
NPK 4.03(100) 0.95

0PK 2.13(53) 0.14

NOK 0.68(16) 0.38

NPO 3.70(92) 0.97

000 0.10( 3) 0.07

*処理区により出穂期±3L]変動

1

2

9

7

3

6

3

3

5

3

試 験 tl

品 種 台中在来 1号

全生育日放 117日 (苗床11日,移植～出穂72日,L埴土～成熟34日)

N-P205-K20 梓 長 種 類 一一穂粒数 登熟歩合 精 粗 』二
cm % ton/ha

80/40-120-120 64 16 72 86 5.2(100)

O/40-40-40 52 13 72 90 3.1(60)
0--0-0 44 10 64 83 2.7(52)

･-161- 161



東 南 ア ジア研 究 第 5巻 第 1号

表 7 タイにおける日本稲施肥栽培試験 (高橋治助氏)

場 所 Chainat農業試験場

期 間 1966年6月～8月

栽植密度 20×20cm

l区画の広さ 4×4m

試験A 品種の栽培適応試験

1 十 和 田

2 農 林 17号

3 ささしぐれ

4 ささにしき

5 豊 ち か ら

6 ふじみのり

至 7 藤 坂 5号
8 お お と り

播 種 1966年 6月

移 植

収 穫

3

4

5

6

:

=

E=

:

*

秋

田

1･.
･･ノ｣
l

L

∵

'･.

烏

農

は

み

9

10

11

12

*
青
森

目07
Eiiii
iiiiid

日

RH

5

5

1

5

一

一

＼ー

ノ
〕

HH
HU

目

3

8

2

1

2

2

台 中 65号 広島*

関 東 51号 長野

五百万石 新潟

台中在来1号 IRRI

*品種奨励県

施肥量 kg/rai 12:12:6(硫安 ･過石 ･塩加)

試験B 苗代日数 (本田目数)の長短の影響

播 種 1966年5月20日 (苗代 目数) (8月19日における本田生育日数)

移 植 A-Series 1966年 6月4日 15日 76日

B-Series l0日 21日 70日

C-Series 17日 28日 63日

試験C 施肥用量試験

川un
b

1

2

3

4

5

6

7

8

p

施肥量 kg/ra主
N 卓205

6

2

8

6

2

1

1

1

0

6

6

6

2

2

2

2

1

1

1
一
l

肥量,施肥時期の三つ の因子を組合わせた圃

場試験を実施LtJである (表 4参僧).
また 〔密植一過繁茂-相互遮蔽-減収〕 の

関係を明 らかにす るため,同 じく福井君 らに

よって Bangken の RiceDepartmentにお

いてポ ッ ト試験を実施 している｡ これはポ ッ

トのならべ方をかえることによって密椋,疏

桶の条件をつ くるもので,現地の場合のよう

に栽植密度によって根圏土壌の量がかわ り,

162

K20

0

0

0

0

0

0

0

12

それが養分その他の環境条件の変化をもた ら

す とい う場面ほとりのぞかれ,よ り直接に地

上部の相互遮蔽の影響を観察できるものと思

われ る(表 5参照)0

訪 タイ中に調査を行なった ときは,いずれ

の試験 も処理開始後 4週間経過 したばか りで

あったが,すでに処理間にはかなりの差異が

み とめ られ,その後の生育がどのように推移

す るか興味がもたれた｡最近収量調査の結果

- 162-



訂橋 :タイ,マ ラヤ, カンボジアにおける稲作 地肥

IWalinja Mashuli

Siam29(インディカ) 否中6Sx M ayang Ebos80
交 配

＼/

PeBiFun(ジャポニカ)

:/iJ.百 口 数 135H

程 長 110cm

=円｢
型 置 jlL型

ii
E
H1
し=｢一l
肥

唱
道
施
収
･仁

N601b/a

700-800gantang/a

耐 病 性 廿病性ややおと/:A

及 率 20,qt;(P.W.*)

*ProvinceWeuesley)､卜l

〉く

M ayangE bos80

135日

lOOcm

直 立 型

N601b/a

700-800gantangノa

耐病性ややおとる

70/%(P.W.)

IR一一8--288-3

(R_14)
pbtd(インディカ)
)く

Dee-geo-woo--gen
(ジャポニカ)

120H

60～70cm

直 :.lL.,L.lJj.

TanjongKaran
N1201b/alOOOgantang/a
BukitMerah
N1801b/alOOO一十α

gantang/a

イモチに強いが,シラ-ガ
レには弱いという

試験段階

U)J珠帖区の場合(豪40jA),生ilH妾期の莱素

地肥は収量にかなり著 しい効果があるように

推察された｡1)

-)ぎに第20)場血における試験 として鳥,

肥料応答性の高い適地[郡窮として, 日本で栽

培されている品種の申 から適当なもC/)をえら

び施肥 試 験を行なう場合と,新品種を百成 し

てこれ.に対して試験を行なう場合の二つがあ

る｡

前者 の 例 としてはカンボジアの Battam-

bang申央農試 (平野侵民 ら) およびタイの

Chainat農試(高橋治助氏 ら)におけるfj本稲

〟)施肥哉培試験がある(表6および表 7参照)｡

Battambangでは高温と短 日で栄養生長期

刷が短縮されることの少ない蓬菜種が有望で

あることが昭和40年変の試験でみとめられて

おり, Chainatでは昭和 41年度から16品種

1) これL=)についてはあらた3j)て詳細な撞告をする
予定でしおろO

レ)H本稲を試騨 卜であるが,冊場を訪れた時

(8月19H収穫予定 31~用TJ-) 否 申65号,闇血

51号以外は全部LL与穂ル て良好な号貴熟をしてい

た｡ これは41年度の第二期作であったが,罪

-･期作では反IJ='1り童素8kg程度の砲)｣県こよっ

て3石近い反収をあげたというo生育日数は

3カ月ほどであるので年 2回から3回の哉情

が可能であり,適当な施肥によって6- 9石

uJ収量をあげることも期待できるO また往習

日数が短いためもあって施肥に対する応答性

が高 く,室素, リン酸以外にカリCjj肥功もみ

とめられる (Battambangでは流入粘土から

uJカリの供給が豊鳥のようでカリの肥効はみ

とめられないが,窒素とともにリン酸の肥効

が鋸著であるという)｡

肥料応答性の高 い新育成品種としては, 日

本人育種家の手になるMalinja,Mashurl-が

有名であるが,最近マニラの国際稲作研究所

(マラヤでは Riaト国柄〕といケ愛称がつけJ,

-1163-163



東 南 ア ジア研 究

れている)が各地 (マラヤの TanjongKaran,

BukitMerah,タイの Chiengmai,カンボジ

アの Battambang試験地)で試験 され注 目を

あびているようであった(表 8参照)｡ この品

種は Malinja,Mashuriより生育 日数が短 く,

非常に短梓で葉が剣のようにつき立 った起直

立型である｡ 耐肥性 も著 しく, IRRIでは窒

素120ポン ド/ェ-カ-,BukitMerahの試験

では窒素180ポン ド/ェーカ-で1000ガンタン

/ェーカーを越える収量を 得た という｡ 反当

米価 〔〕日本
生産者価格 籾

消費者価格 精米

砕米

輸出価格 (1等米)

第 5巻 第 1号

り窒素4-5貫を施肥 し4石近い収量をあげ

たことに相当し,極めて耐肥性の高 い 品種 と

いうべきであろ う｡

む す び

このよ うに適切な施肥を行なうことによっ

てこれ ら地域の米の生産性を飛躍l裾 こ向上 さ

せ ることは技術的に可能であると思われる｡

ただ問題になるのは実際に生産にたず さわる

農民が,施肥による増収によって経済的にう

表 9 カンボジアにおける米生産費と生産者米価

kg当り

2.5riel〔¥100〕

5-7riel〔¥100コ

3rie1

5.7riel

lrie1-10YenofBcialrate

肥料価格 ⊂〕日本
尿素

硫安

リン鉱粉(国産)

過 リン酸石灰

塩化加里

複合肥料(15-15-15)

kg当り

5rュel〔¥40〕

3riel〔¥20〕
3rュel

2.5riel亡¥15〕

2.5riel〔¥20〕

5riel

米生産費 (-クタール当り)

肥料(現行価格 N,P205,K20各 75kg/-クタール施肥の場合) 2500riel

農薬類(主としてメイ虫駆除のBHC代)

農作業費(耕作施肥除草収穫の賃金等)

漕鶴水利費

施肥(N,P205,K20各 75kg/ヘクタール)した場合の農家収入

トン/ヘクタール! riel riel rie1
3 2500×3-7200-300

riel riel rie1
2500×5-7200=5300

1500

2600

60.0_

7200riel

農家 1戸当りの純益

riel

a 300×3- 900
b 300×5- 1500

riel
a5300×3=15900
b5300×5-27500

164

a カンボジア全土の農家 1戸当りの水田面積 3-クタール

b バッタンバン州の農家 1戸当りの水田面積 5-クタ-ル
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F~酎 語 :タイ, マ ラヤ, カンボジアにおける稲作施 肥

るお う可能性はどうか とい う貢であるo

すでに述べたよ うにこの地域 における_/生産

者米価はわが同に くらべて 芳しく低 く,肥料

の値段は相対的にかなり高い｡また 施肥すれ

ば痛虫J且;)jL除のため農薬の使用も必要となり,

これ らは農民 にとってかなりC/j投賢f'i損 とな

ることが予想される｡ それで現 状 において こ

れ らの地域 における農民が施肥を行な うこと

によってどれだけの純益をあげ得 るもU)かウ

推察す るために現地で得た賢 料 2) /Jrもとにし

て, カンボジアの場合について試符,JT::行なっ

てみた結 果を表 9に示す｡

これは 日本稲を栽培 し施肥を行なった場合

C/)例であるが,現伏で も籾収 量で3トン/へ ク
タ-ル以上 とれば一応の収益がある計符にな

り,また3トン/- クタール (これは雨季の場

合で, ｢l照 量cJjより黒 信 な陀李な ら ば 5 ト ン//

ヘ クタール)の粗収 量をあげ ることは 可能 と

いわれているので,現在の時･-点において も:j'ui

肥の経済性はあるものとみてよいであろ う｡

東南アジアのよ うな阻放農業を営んで きた

地域 に農 業技術を導入 してゆ く場合,施肥技

術は比較的 あとuj段階で入 ってゆ くべ き性 格

の もののように思われ る｡たとえば未聞の地

に入ってゆ く場合を想定すると,まず工兵が

道をひ らき橋をかけ,そこを揖兵が進み,そ

cJjあとを棉il1-兵が食料･貿材を運んでゆ く0_)
が常法であって,幅市長が先頭 に二立って進ん
で もそれはナンセ ンスである｡それ と同 じよ

うに,有効な施肥を行なうにはそれにふ さわ

しい水稲品種の導入が左決であ り,そC/)ため

には漕排 水の制御など立地条件の整備が必要

である｡また化学肥料は工業的に製造 され る

｢商品｣であるか ら,その価格 (絶対価格よ

りも農産物たとえば米 の価格に対する相対価

2) 平野 俊氏より提供をうけた｡

椿)が適 当であるための社会的･経済 日射 HJ,L-

も問題である｡ これ らの諸条件や肯最を無祝
して 独 ′Lして も効果は乏 しく晋及は困難であ

って, このようなところに施肥技術C/)恨渥や
むづか しさがある｡

しか しなが ら将 来これ らの国 々において肥

料の価格が相対的によ り安(帖 こな り,また現

地 に適 した耐J｣凹イ晶r],種山導入が可能 となった

鵬には,施肥稲作による農艮所得は伸 び,増

I,圭へCJj農艮oj意欲 も倍加 し,米の_/_i:.)圭件の飛
躍的向上は十分期待 されよ う ｡

謝 辞

今回 の調査にあた っては現地())方 々か ら多

人の御 協力 と御援助を受けたが,申で も次に

あげ る諸機関 ･諸氏 に対 しては特 に感謝の意

を表 したい｡

NationalResearchCouncilofTllailand

京大東 南 アジア研究センター,同バ ンコク

連絡事務所

石井米妊助教授 (東南アジア研究セ ンター

在タイ)

高橋治助氏 (FAO専門ノ表 在 タイ)

日日二潤一-･机氏 (コロンボプラン~朝 里ノ表 在

マラヤ)

平野 僅氏 (カンボジア畏業技術援助派遣
団長)

裾 言敏雄氏 (同上団貢)

Dr.SalaDasanandana(タイ農務省米穀局

長)

Dr.BhakdiLusanandana (同局技術郡長)

Mr.SomphotSuwanwaong (同,:批L壌研

究室長)

Dr.NgSiewKee(マラヤ),li務省,土壌肥

料研究部長)

一165- 165


